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上高地に春を告げる
50回・節目の開山祭

（撮影 2018.4.27  上高地）

　

北
ア
ル
プ
ス
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
到
来
を
告
げ
る
上
高

地
開
山
祭
が
、４
月
27
日

（
金
）河
童
橋
の
た
も
と
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

残
雪
を
抱
い
た
穂
高
連

峰
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、大

勢
の
観
光
客
や
登
山
者
、

地
元
関
係
者
ら
約
３
６
０

０
人
が
参
加
し
て
、山
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

乗
鞍
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
愛

好
会
に
よ
る
、ア
ル
プ
ホ

ル
ン
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

の
演
奏
で
開
幕
し
、穂
高

神
社
の
神
職
が
山
の
安
全

を
祈
願
し
て
、盛
大
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
に
よ
る
と
、

こ
の
開
山
祭
は
１
９
６
７

年
に
始
ま
り
、大
雪
で
中
止

に
な
っ
た
81
、84
年
を
除
い

て
、毎
年
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
自

然
を
守
り
な
が
ら
、観
光

客
に
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
」と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

今
季
の
山
の
安
全
と

　
　
　
　  

盛
況
を
祈
願



　
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
と
は
、
交
通

事
故
軽
減
・
交
通
渋
滞
緩
和
、
大

気
汚
染
抑
制
等
を
目
的
と
し
公
共

交
通
機
関
の
利
用
を
促
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
松
本
市
で
は
、
中

心
市
街
地
の
所
定
の
区
間
が
通
行

止
め
と
な
り
、
歩
行
者
が
ゆ
っ
た

り
と
街
歩
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
車
の
な
い
空
間
を
体
験

し
て
、
過
度
に
車
に
依
存
し
な
い

社
会
に
つ
い
て
考
え
る
啓
発
事
業

で
、
車
の
利
用
を
で
き
る
限
り
抑

●
大
名
町
で
お
買
い
物
さ
れ
た
方

に
プ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

（
午
後
３
時
か
ら
、な
く
な
り
次
第
終
了
）

●
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学

校
生
徒
が
植
栽
・
育
成
し
た
花
と

緑
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
お
出
迎
え

（
午
後
３
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で
）

　

大
名
町
通
り
は
、
夜
の
時
間
帯

に
お
け
る
道
路
で
の
企
画
は
極
力

実
施
せ
ず
、
歩
行
者
の
た
め
の
空

間
を
体
感
い
た
だ
く
時
間
帯
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
の
開
催
だ
っ
た
た
め

か
、
人
出
が
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

子
供
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
道
に
絵

を
描
い
た
り
、
お
も
し
ろ
自
転
車

体
験
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た
。
道
行
く
人
た
ち
も
車
を
気
に

せ
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
街
並
み
を
眺

め
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
５
時
か
ら
９
時
ま
で
、
中
町

毎
年
９
月
に
開
催
し
て
い
る「
松
本
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」の
関
連

企
画
と
し
て
、大
名
町
通
り
と
中
町
通
り
で
今
年
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

通
り
は
路
線
バ
ス
の
み
通
行
可
能

な
歩
行
者
用
道
路
と
し
て
次
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

桜
酒
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
ま
し
た
。

●
蔵
シ
ッ
ク
館
で
の
津
軽
三
味
線

と
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏

●
蔵
シ
ッ
ク
館
前
の
屋
台
村
（
ス

イ
ー
ツ
・
か
す
汁
・
総
菜
・
オ
リ

ジ
ナ
ル
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
な
ど

販
売
）

　

雨
風
が
強
か
っ
た
た
め
、
か
す

汁
は
来
館
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
、

ジ
ャ
ズ
の
演
奏
を
き
き
な
が
ら
、

か
す
汁
や
お
酒
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
さ
く
ら
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
は
桜
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
企

画
さ
れ
た
事
業
で
し
た
が
、
今
年

は
桜
の
開
花
が
早
か
っ
た
こ
と
や

あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
、
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
し

た
。

　

車
依
存
の
生
活
を
見
直
し
、
人

と
地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
継
続
し

て
ほ
し
い
で
す
が
、
開
催
期
日
が

課
題
で
す
。

　5日のこどもの日に、赤ちゃんの泣き方を
競って、健やかな成長や安全を祈願する「奉
納泣き相撲」が開催されました。昨年10月に
続く2回目の開催で「この行事を、こどもの日
の松本を代表する風物詩にしたい」との願い
を感じました。

松本さんぽ
～ 赤ちゃん元気に泣き相撲 ～
ちょこ

っと

（撮影：2018.5.5）

おもしろ自転車体験

フリーアート

屋台村の様子

制
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

毎
年
9
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
の
さ
く
ら
は
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
で
見
に
行
こ
う
。」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、
４
月
14
日
土
曜
日

に
「
さ
く
ら
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
歩
行
者
が

多
く
な
る
桜
の
時
期
、
ゆ
っ
た
り

と
歩
け
る
歩
行
者
空
間
を
作
り
、

市
民
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
運
動
の
意

識
を
啓
発
す
る
も
の
で
す
。

　

松
本
城
交
差
点
南
西
の
広
場
で

開
会
式
が
行
わ
れ
た
後
、
大
名
町

通
り
は
午
後
３
時
か
ら
９
時
ま
で

自
動
車
通
行
止
め
に
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
フ
リ
ー
ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
で
道

路
に
チ
ョ
ー
ク
で
絵
を
描
こ
う
！

（
午
後
３
時
か
ら
５
時
30
分
ま
で
）

●
キ
ッ
ズ
お
も
し
ろ
自
転
車
体
験

（
午
後
３
時
か
ら
５
時
30
分
ま
で
）

●
並
木
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
午
後
５
時
か
ら
10
時
ま
で
）
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６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
水
回
り
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
▼
物
が

多
く
、暮
ら
し
に
く
い

と
感
じ
て
い
た
築
30

年
に
な
る
わ
が
家
。忙

し
い
か
ら
と
言
い
訳
し
な
が
ら
日

々
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
使
っ

て
い
な
い
の
に
な
ん
と
な
く
捨
て

ら
れ
な
い
物
や
気
が
つ
い
た
ら
増

え
て
し
ま
っ
た
物
が
、
び
っ
く
り

す
る
程
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
い

た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た

▼
特
に
台
所
は
、
使
っ
て
い
な
い

物
の
宝
庫
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど

だ
。い
つ
か
時
間
が
で
き
た
ら
使

お
う
と
買
っ
た
物
が
、
そ
の
ま
ま

賞
味
期
限
切
れ
で
放
置
さ
れ
て
い

る
。冷
凍
庫
に
は
、
い
つ
の
何
か
も

分
か
ら
な
い
よ
う
な
物
体
が
ひ
し

め
い
て
い
る
▼
し
か
も
、
こ
の
冷

凍
庫
の
管
理
人
は
も
っ
た
い
な
い

お
化
け（
母
）な
の
で
結
構
や
っ
か

い
で
、
捨
て
る
捨
て
な
い
で
ケ
ン

カ
ぎ
み
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

▼
最
初
が
肝
心
と
よ
く
言
う
。心

地
の
よ
い
空
間
で
ス
ッ
キ
リ
快
適

に
暮
ら
す
た
め
に
、
今
が
捨
て
ど

き
と
覚
悟

を
決
め
、少

し
ず
つ
物

を
減
ら
し

て
い
る
毎

日
で
あ
る
。

　
同
改
良
区
が
設
置
を
検
討
し
始
め

た
の
は
、
電
力
の
固
定
価
格
買
取
制

度
が
始
ま
っ
た
翌
年
（
平
成
24
年
）

か
ら
で
す
。
当
初
、
幹
線
水
路
の
上

流
か
ら
取
水
し
て
、
圧
力
管
で
送
水

し
、
大
き
な
落
差
と
し
て
発
電
す
る

方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

事
業
費
が
大
き
く
現
実
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
落
差
工

（
水
が
滝
状
に
落
ち
る
所
）
を
直
接

使
用
し
た
実
証
試
験
機
を
、
民
間
会

社
と
共
同
で
開
発
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
事
業
と
し
て
確
立
で
き
る
目
途

が
た
ち
、
総
代
会
（
1
2
6
人
）
で

設
置
計
画
が
承
認
さ
れ
る
に
至
り
ま

し
た
。

　
同
改
良
区
は
受
益
面
積
約
3
9

0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
6
2
8
6
人
の

組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
か
ん
が
い
用
排
水
路
の
総
延

長
は
1
3
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

及
び
ま
す
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
り
、
発

電
所
の
事
業
は
、
受
益
農
家
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
土
地
改

良
施
設
管
理
費
の
軽
減
や
、
農
村

写真でつづる
まつもとの今昔38まつもとの今昔38

　博労町の北、長沢川沿いに東に入った辺
りが向島。戦前からの建物がまだ残ってい
て、レトロな雰囲気を醸し出していた。

　奥の家屋は変わらないが、手前の建物は
取り壊されて駐車場になっていた。建物の
有無によって、こんなにも雰囲気が変わって
しまうものか。

（2010.11.20  写真提供：日本報道写真連盟）

（2018.5.5  撮影）

昔

今

～ 向島界隈 ～

今
年
３
月
、波
田
地
区
を
流
れ
る
農
業
用
水
梓
川
右
岸
幹
線
水
路
に
、小

水
力
発
電
所
５
号
機
が
完
成
し
ま
し
た
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

た
め
、設
置
さ
れ
た
目
的
や
、治
水
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

田
園
地
帯
に
な
ら
ぶ
小
さ
な
発
電
所

長
野
県
梓
川
土
地
改
良
区
の
取
り
組
み

環
境
の
維
持
・
保
護
な
ど
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
本
事
業
は
長
野
県
の
団
体
営
か

ん
が
い
排
水
事
業
（
地
域
用
水
環

境
整
備
事
業
）
を
活
用
し
、
３
か

年
計
画
で
事
業
費
５
億
円
を
か
け

て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

数
百
メ
ー
ト
ル
お
き
に
５
か
所
の

発
電
所
が
あ
る
こ
と
は
た
い
へ
ん

ま
れ
で
、
発
電
量
は
平
均
的
一
般

家
庭
２
５
０
軒
分
に
相
当
し
ま
す
。

　

上
原
政
史
事
務
局
長
に
よ
り
ま

す
と
、
最
近
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
備
え
て
、
受
益
地
帯
の
７

か
所
に
雨
量
計
を
設
置
し
、
ま
た
、

川
下
に
行
く
ほ
ど
用
水
路
が
狭
く

な
り
溢
れ
や
す
く
な
る
た
め
、
今

後
は
流
量
計
の
設
置
も
検
討
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
屈
指
と
言
わ
れ
る
梓
川
頭

首
工
を
は
じ
め
、
二
十
数
か
所
に

及
ぶ
分
水
工
の
制
御
に
よ
っ
て
、

農
家
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
全
体

の
暮
ら
し
も
守
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
、
あ
ら
た
め
て
土
地
改
良
区
の

存
在
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

幹線水路にある落差工のひとつ

発電中の小水力発電所

小
水
力
発
電
所
の
建
設

建
設
の
目
的

土
地
改
良
事
業
の
活
用

こ
れ
か
ら
必
要
な
治
水
対
策
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材料：

ご飯がすすむ

片栗粉とレモン汁が決め手!!
豚バラ肉、ネギ、片栗粉、塩、
コショウ、レモン汁、ごま油

地産地消のかんたんレシピ

1. バラ肉を塩・コショウで味付けし、片
栗粉をまぶす

2. フライパンにごま油をひき、バラ肉
を焼く

4. 最後にレモン汁を加えて混ぜ合わせる

3. 火が通ったらネギを入れて、水を加
えながら塩・コショウで味を付ける

『豚バラネギ塩焼き』

も
の
ぐ
さ
太
郎
伝
説
の
新
村
地
区

　

松
本
平
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
新

村
地
区
は
、
梓
川
の
扇
状
地
に
発

展
し
た
集
落
で
す
。
平
成
30
年
３

月
１
日
現
在
、
世
帯
数
１
２
８
９

世
帯
、
人
口
３
２
５
１
人
、
14
の

町
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
史
跡
と
し
て
安
塚
古
墳
・

秋
葉
原
古
墳
・
物も

の

草ぐ
さ

太
郎
遺
跡
地
・

新
村
遺
跡
・
新
村
堰せ

ぎ

分ぶ
ん

水す
い

工こ
う

・
野

麦
街
道
・
岩
崎
神
社
・
小
野
神
社
・

専
称
寺
・
新
村
小
学
校
発
祥
地
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

新
村
と
思
わ
れ
る
地
名
が
文
献

に
現
れ
る
の
は
、
推
古
３
年
（
５

し
、
そ
の
後
平
成
14
年
に
松
本
大

学
が
開
学
し
ま
し
た
。

　

新
村
地
区
は
、
農
業
生
産
技
術

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
二
人
の
米

作
り
日
本
一
を
輩
出
し
た
り
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
蘭
な
ど
の
栽

培
を
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
も
盛
ん
で
、
独
自

の
組
織
、
も
の
ぐ
さ
大
学
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
住
民
の
安
否
確
認
の

さ
さ
え
愛
カ
ー
ド
や
、
地
区
住
民

が
運
用
し
利
用
す
る
プ
チ
送
迎
な

ど
、
互
い
に
気
遣
い
助
け
合
う
機

運
も
あ
る
地
区
で
す
。

　

地
域
の
文
化
を
留
め
置
く
べ
く
、

新
村
の
石
造
物
・
新
村
の
土
蔵
・

新
村
の
祭
り
の
三
部
作
の
冊
子

や
、
約
10
年
を
か
け
て
編
さ
ん
し

た
新
村
誌
な
ど
の
記
録
作
り
も
し

て
い
ま
す
。

　

新
村
で
は
松
本
大
学
の
教
職
員

と
学
生
併
せ
２
５
０
０
人
と
の
相

互
協
力
の
下
、
よ
り
良
い
活
気
あ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
平
成
27

年
に
市
内
で
は
初
め
て
、
地
域
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
松
本
平
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
新
村
地
区
は
、
御
伽
草
子
に
描

か
れ
た
も
の
ぐ
さ
太
郎
伝
説
の
あ
る
地
区
で
す
。

９
５
年
）の
古
い
文
書
の
中
に
、
信

濃
国
筑
摩
郡
荒
田
郷
（
あ
ら
た
の

ご
う
）
50
戸
を
寄
進
云
々
と
あ
り

ま
す
。
遺
物
と
し
て
は
、
安
塚
古

墳
か
ら
８
世
紀
の
役
人
が
使
用
し

た
、
腰
帯
の
飾
り
金
具
の
出
土
が

あ
り
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
成
立
し
た
「
御お

伽と
ぎ

草ぞ
う

子し

」
の
「
物も

の

臭ぐ
さ

太た

郎ろ
う

」
の
項
に
、

太
郎
の
居
住
地
が
信
濃
国
筑
摩
の

郷
新
（
あ
た
ら
し
）
の
里
と
あ
り
、

伝
説
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
村
地
区
の
学
校
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
う
。
明
治
５
年
に
筑

摩
県
の
施
策
で
、
新
村
地
区
に
筑

摩
県
第
二
小
校
が
、
翌
年
に
は
１

地
区
の
現
況

5

太
郎
の
伝
説
の
地

新
村
と
近
代
学
校

新
村
の
今
と
こ
れ
か
ら

お空の向こうを見てばかり
ものぐさ太郎像

字体にも歴史
新村小学校発祥の地

中
央
公
民
館

第
二
地
区
公
民
館

第
三
地
区
公
民
館

庄
内
地
区
公
民
館

中
山
公
民
館

島
立
公
民
館

寿

公

民

館

入
山
辺
公
民
館

今
井
公
民
館

内
田
公
民
館

安
曇
公
民
館

あ
が
た
の
森
文
化
会
館

中
央
公
民
館

第
二
地
区
公
民
館

城
北
公
民
館

大
手
公
民
館

城
東
公
民
館

白
板
地
区
公
民
館

鎌
田
地
区
公
民
館

島
内
公
民
館

新
村
公
民
館

神
林
公
民
館

今
井
公
民
館

内
田
公
民
館

本
郷
公
民
館

安
曇
公
民
館

奈
川
公
民
館

波
田
公
民
館

栗
田　

正
和

早
坂　

義
導

伊
藤　

輝
正

筒
井　

文
男

鈴
木　

幹
夫

伊
藤　

悦
夫

百
瀬　

康
雄

小
笠
原
鉄
夫

櫻
井　

貞
文

丸
山　

明
良

百
瀬　

一
美

中
村　

高
俊

田
口　

真
紀

西
村　

聡
充

保
科　
　

黄

中
條　

克
明

柴
田　

千
穂

岩
垂　

宏
直

野
口　

裕
司

上
嶋　

秀
俊

上
條　
　

結

三
村　

和
紀

矢
島　
　

玲

中
村　

和
弘

小
山　

高
志

羽
田　

大
樹

真
関　
　

健

大
月　

美
知

山
内　

敦
子

井
上
真
由
巳

上
條　

恒
嗣

赤
羽　

陽
介

山
本　
　

治

山
岸　

信
一

大
和　
　

靖

征
矢
野
邦
彦

藤
森　

文
雄

野
本　

晃
大

西
口　

賢
一

小
山　

淳
一

山
本　

律
子

川
上　
　

弘

横
林　

朋
実

上
條
貴
志
子

山
口　
　

茂

田
中　

真
弓

井
上　

逸
雄

窪
田　
　

守

村
田　

正
幸

菅
田　

金
幸

小
野
里
恭
子

荒
井
か
ほ
る

第
一

第
二

第
三

東
部

城
北

中
央

安
原

城
東

白
板

田
川

庄
内

鎌
田

松
南

島
内

中
山

島
立

新
村

和
田

神
林

笹
賀

芳
川

寿
寿
台

松
原

岡
田

入
山
辺

里
山
辺

今
井

内
田

本
郷

四
賀

安
曇

奈
川

梓
川

波
田

大
久
保　

誠

丸
山　

英
明

横
山　

俊
作

野
尻　

和
彦

中
嶌　

弘
美

久
保
み
ち
子

松
村　

京
子

赤
穂　

武
美

古
畑
き
み
よ

森　
　

鉄
雄

古
田　

豊
樹

●
公
民
館
主
事
等

●
公
民
館
長
新
任
公
民
館
職
員

新
任
公
民
館
職
員

新
任
公
民
館
職
員

平
成
30
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

平
成
30
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

平
成
30
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

お  

と
ぎ 

ぞ
う  

し

０
０
番
と
１
０
１
番
学

区
の
学
校
が
作
新
学
校

と
改
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
村
小
学
校
は
昭
和

48
年
に
、
児
童
減
少
に

よ
り
和
田
小
学
校
と
合

併
し
、
芝
沢
小
学
校
に

統
合
さ
れ
ま
し
た
。
小

学
校
跡
地
に
は
昭
和
55

年
に
松
商
短
大
が
移
転
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